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　このところ民間の宇宙・衛星ビジネスを
成長に導くための戦略基金や先行投資の話
題で持ち切りだ。2 本柱は、日本政府の「宇
宙戦略基金」とスカパー JSAT グループに
よる「宇宙投資戦略」だ。
　政府関連では 4 月 26 日に高田早苗内閣
府科学技術政策担当相が記者会見で宇宙航
空研究開発機構（JAXA）に設置する「宇
宙戦略基金」について説明した。趣旨は、「世
界的な競争激化の中、日本の宇宙開発利用
を加速するための基金」「日本の宇宙産業を
世界レベルに高めるために活用してもらう
基金」ということで期待に満ちている。基
金の総額については、「内閣府、総務省、文
部科学省、経済産業省が連携して 10 年間
で 1 兆円規模の支援を行う」という。
　基金の基本方針と技術開発の方向性は、
大きく「輸送」、「衛星」、「探査」の 3 分野
に分かれている。
　「輸送」分野では、低コスト構造の宇宙輸
送システムの実現を目指す。具体的には、
2030 年代前半までに、基幹ロケット及び
民間ロケットの国内打上能力を年間 30 件
程度確保する。
　「衛星」分野に関しては、小型～大型の衛
星による通信・観測事業や軌道上サービス

での民間事業者による国際競争力を有する
衛星システムの実現を目指す。具体的な方
向性としては、2030 年代早期までに国内
民間企業等による衛星システムを 5 件以上
構築する。
　「探査」分野では、月や火星圏以遠への
探査や人類の活動範囲の拡大に向けた日本
の国際プレゼンスを確保する。具体的に
は、2030 年代早期までに日本の民間企業
や大学が月や火星圏以遠のミッションやプ
ロジェクトに新に 10 件以上参画できるよ
うにすることと 2030 年以降のポスト ISS
における日本の民間事業者の事業を創出・
拡大する。
　政府は、その第一弾として 2023 年度補
正予算から 3，000 億円を支出することに
なった。ブレークダウンは、経産省が民間
による LEO コンステレーションに 950 億
円、文科省が 3 次元観測用の光学観測衛星
他に 280 億円、総務省が衛星による量子
暗号伝送（QKD）に 145 億円である。

　一方のスカパー JSAT グループは、4 月
26 日に行った 2024 年 3 月期・通期決算
説明会で、「2030 年に向けた事業ビジョ
ン」を発表し「FY2022 ～ FY2030 に

3000 億円規模の資本投下」を宣言してい
る。内訳は、「宇宙事業に2500億円、メディ
ア事業に500億円」を想定しているという。
宇宙事業の対象としては、「大容量衛星など
を含む宇宙インフラ、地上局などの地上イ
ンフラ、スペースインテリジェンス関連の
事業、新規に開拓する領域、スタートアッ
プ事業者への投資」などを挙げている。
明確な説明は見当たらなかったが、すで
にフランスのエアバス社に発注済みの

「Superbird-9」衛星、まもなくオーダー先
が決まる予定の「JCSAT-31」衛星、NTT
との共同ベンチャー「Space Compass」
社への追加投資など約 400 億円は決定済
みと思われる。
興味深いのは、上述したような現状を踏ま
えて宇宙教育に力を入れる高等学校が日本
各地に増えつつある。東京都クラーク記念
国際高等学校がよく知られているが、他に
も和歌山県立串本古座高校、大分県立国東
高校を忘れることができない。和歌山県も
大分県もスペースポート（宇宙港）を地元
産業の基盤にしようとしておりこれに呼応
しているとも言える。
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写真2　ウエザーニュース社によれば、5月11日に北海道初山別村でオー
ロラが観測されたという。（出典：weathernews.jp）

写真 1　Carnival Cruise Line の乗船客は、「Starlink」衛星によるブロードバンド
インターネットサービスを享受できるようになった。（出典：carnicalplc.com）
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ハイビジョン伝送・災害・報道・海外派遣

 

「驚愕の超小型平面アンテナ！」
スタンダードなＳＣＰＣでのＳＮＧモデルに加え２０２０年
７月に新しくスタートしたスカパーＪＳＡＴ社の新サービス
「Ｓａｔ-Ｑ」モデルもラインナップ。お客様の運用にマッチ
した利用が簡単にできます。放送などのＨＤ映像伝送・災害
通信・海外通信・企業のＢＣＰ向けなど幅広く利用可能です。

＜SATCUBEアンテナの特長＞

■47cm x 30cm x 5.5cmビジネスバッグに入ります！
■SCPCモデル・Sat-Qモデル・各種あり
■災害/報道/海外派遣映像音声伝送インターネット接続/ハイビジョン伝送可能
■わずか１分で通信可能組立不要・工具不要
■衛星捕捉は内蔵ディスプレイのアシスト機能で素早く簡単
■航空機持込可能バッテリーで運用可（約３時間運用可能）
■運用中のバッテリー交換可（ホットスワップ対応）
■モバイル中継装置（TVU・Live U・スマテレ等）と連携可

エーティコミュニケーションズ株式会社 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3-55-14
TEL：03-5772-9125  http://www.bizsat.jp

「Starlink」衛星による旋風「Starlink」衛星による旋風

世 界 の 大 型 ク ル ー ズ 船 運 航 事 業 者 が、
SpaceX 社の「Starlink」低軌道周回衛星
によるインターネットサービスの採用に踏
み切る傾向が強まっており、海上移動体通
信業界に大きな旋風が巻き起こっている。
静止衛星を駆使してこの分野のサービスを
得意としてきたインマルサット社にとって
は、強敵の出現と言える。
　一例をあげれば、Carnival 社 （本社：米
国フロリダ州マイアミ） が、同社所有の 90
を数えるクルーズ船に「Starlink」衛星シ
ステムを導入する方針に踏み切った。同社
によれば、「各クルーズ船で 350Mbps の
大容量通信が実現でき、乗船客や乗務員に
大好評」とのことである。乗船客には、ニー
ズにより $15.30/ 日から $21.25/ 日の
料金をチャージすることで採算を取ってい
るという。
　Canival 社 以 外 に も、MSC Cruses、
Royal Caribian、Norwegien Cruse Line
も導入を始めており、SpaceX 社の発表に
よればすでに 200 ものクルーズ船に採用
されているとのことである。
　大型クルーズ船に限っての動向かと思っ
ていたら、コンテナ船にも普及が進んでお
り、Seaspan 社はすでに同社の 165 を超
えるコンテナ船に「Starlink」を導入して
いることが分かった。
　さらに、日本の海上自衛隊が練習船「か
しま」「しまかぜ」に「Starlink」ブロード
バンドサービスを導入したとのニュースも
目についた。理由は、180 日間にも及ぶと
いう遠洋航海訓練に参加する隊員の職場環
境の改善と思われる。

「太陽フレア」のリスク「太陽フレア」のリスク

　2025 年は、太陽フレアの極大期になる
との予想が出回っている。約 11 年周期で
太陽の活動が活発になり、強力な X 線や高
エネルギー粒子が太陽の表面から放出され
て地球にも降り注ぐことになる。衛星にとっ
ては、故障の原因となる天敵だ。米国の
GPS や日本の「みちびき（準天頂衛星シス
テム）などの測位衛星システムにも誤差が
発生する深刻な事態が考えられる。衛星に
限らず短波通信を駆使する航空機や船舶に

も障害が発生する可能性が大である。
　本稿執筆時点で被害を認めているのは、
小型衛星の大規模なコンステレーションを
展開する Spire Global 社（本社：カリフォ
ルニア州サンフランシスコ）のみであるが、
今後の拡大が心配だ。
　このような事態を想定して、世界各国
は X 線観測システムを搭載した衛星を大
気圏の上層に投入して X 線の監視を強め
ている。実例としてはアメリカの「IXPE

（Imaging X-Ray Polarimetry Explorer）」、
ESA の「XMM-Newton」、日本の JAXA
と米国の NASA が共同で開発した X 線天
文 衛 星「XRISM（X-Ray Imaging and 
Spectroscopy Mission）」 な ど が 挙 げ
られる。2023 年 9 月に打ち上げられた

「XRISM」は。高いエネルギー分解能を持
つ X 線分光器「Resolve」と広視野角の
X 線カメラ「Xtend」を搭載している。ち
なみに中国では、中国科学院が「Einstein 
Probe」を 1 月 29 日に長征 2C ロケット
で打ち上げて警戒態勢を取っているという。
一方、このような深刻な事態に備えるため
に総務省が、「宇宙天気予報システム」を稼
働させることになった。この新システムは、
総務省所属の情報通信研究機構（NICT）が
開発し、太陽のフレアの影響を即座に周知
できる優れものと言われている。
　話は変わるが、通常は北極や南極で観測
されているオーロラが、5 月 11 日に北海
道、石川県、兵庫県、愛知県など日本各地
で観測された。この低緯度オーロラをもた
らしているのは、言うまでもなく太陽フレ
ア現象である。つまりオーロラを発生させ
るプラズマ粒子が、爆発により通常より多
く地球に降り注いだためとみられる。赤い
オーロラの発生は、
日 本 以 外 に も 米
国、英国、中国で
も観測ができたと
ニュースになって
いる。

　8Kの動向　8Kの動向

　 今 年 の「NAB 
SHOW 2024」

（4 月に米ラスベガ
スで開催）で 8K

のあらゆる分野（Capturing， Encoding， 
Mastering， and Distribution）における
進展が確認されている。具体的には、カム
コーダー、ディスプレー、ソフトウエアの
開発・伸展が目についた。
　これのような現状を踏まえて、Intel が
NHK とブラジルの Globo TV と提携して

「パリ 2024 夏季オリンピック」の Ultra 
HD 8K HFR and HDR プロダクションと
インターネット配信にチャレンジすること
になった。カギは、Intel の低遅延を誇る

「Xeon Processor」である。同社によれば、
このプロセッサーを駆使することで、200
から 250Mbps のコントリビューション
スピード、80Mbps のディストリビュー
ションスピードが達成できるという。遅延
については、200 から 400 ミリ / 秒と
発表している。4 月 17 日の同社の報道発
表通り「Immersive and Interactive」の
8K ライブストリーミング体験が実現する
のを楽しみにしたい。なお、Intel は、「AI 
Everywhere with Intel solutions」を活用
して 16K のストリーミングにもチャレン
ジするというから驚きである。具体的にど
のように「Intel AI プラットフォーム」が
活用されるのか注視の的だ。


